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Data WarehouseおよびReportingのユーザアカウ
ントの管理

OnCommand Insight のレポート作成ツールのユーザアカウント、ユーザ認証、およびユ
ーザ許可は、Data Warehouse（DWH）で定義および管理されます。ユーザと管理者
は、これらの設定に基づいて、使用可能なOnCommand Insight レポートの一部またはす
べてにアクセスできます。

Data Warehouseのユーザ管理にアクセスするには、システム管理者の権限を持つアカウントが必要です。こ
れには、次のもの

• Data Warehouseのすべての管理機能

• すべてのユーザアカウントの設定とメンテナンス

• データベースへの読み取りアクセス権

• ETLでのコネクタのセットアップ、Data Warehouseジョブのスケジュール設定、データベースのリセッ
ト、ロールの割り当てと変更、ユーザアカウントの追加と削除を行う機能

Data WarehouseポータルおよびReportingポータルへのアクセ
ス

Data Warehouseポータルでは、管理オプションにアクセスできます。Data Warehouse

ポータルからReportingポータルにアクセスすることもできます。

手順

1. Data Warehouseポータルに管理者としてログインします https://hostname/dwh、ここで hostname

は、OnCommand Insight Data Warehouseがインストールされているシステムの名前です。

2. Data Warehouseツールバーで、をクリックします  をクリックしてReportingポータルを開きます。

Reportingユーザのロール

各ユーザアカウントには、一連の権限を持つロールが割り当てられます。ユーザーの数
は、各ロールに関連付けられているReportingライセンスの数によって制限されます。

各ロールで実行できる操作は次のとおりです。

• 受信者

OnCommand Insight Reportingポータルのレポートを表示し、言語やタイムゾーンなどの個人設定を設定
します。

受信者は、レポートの作成、レポートの実行、レポートのスケジュール設定、レポートの
エクスポート、および管理タスクの実行を行うことはできません。
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• ビジネスコンシューマ

レポートを実行し、すべての受信者オプションを実行します。

• ビジネス著者

Business Consumerのすべてのオプションに加えて、スケジュールされたレポートの表示、対話形式での
レポートの実行、ストーリーの作成が可能です。

• * Pro Author *

Business Authorのすべてのオプションの実行に加えて、レポートの作成、パッケージおよびデータモジュ
ールの作成を行います。

• 管理者

レポート定義のインポートとエクスポート、レポートの設定、データソースの設定、レポートタスクのシ
ャットダウンと再開など、レポート管理タスクを実行します。

次の表に、各ロールの権限と許可される最大ユーザ数を示します。

フィーチャー（
Feature ）

受信者 ビジネスパーソ
ン

著作家 作者プロ 管理

[ チームコンテン
ツ ] タブでレポ
ートを表示しま
す

はい。 はい。 はい。 はい。 はい。

レポートを実行
する

いいえ はい。 はい。 はい。 はい。

レポートのスケ
ジュールを設定
する

いいえ はい。 はい。 はい。 はい。

外部ファイルを
アップロードし
ます

いいえ いいえ はい。 はい。 いいえ

ストーリーを作
成します

いいえ いいえ はい。 はい。 いいえ

レポートを作成
します

いいえ いいえ はい。 はい。 いいえ

パッケージとデ
ータモジュール
を作成します

いいえ いいえ いいえ はい。 いいえ
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管理タスクを実
行

いいえ いいえ いいえ いいえ はい。

ユーザ数 OnCommand

Insight ユーザの
数

20 2. 1. 1.

Data WarehouseとReportingの新しいユーザを追加したときにロールの制限を超えたユーザが「非アクティブ
化」として追加されます。新しいユーザにメンバーシップを付与するには、そのロールを持つ別のユーザを非
アクティブ化するか削除する必要があります。

レポートオーサリング機能を使用するにはInsight Planのライセンスが必要です。Business

AuthorユーザとPro Authorユーザを追加するには、ARAP（Additional Report Authoring

Package）を購入します。詳細については、OnCommand Insight の担当者にお問い合わせくだ
さい。

Reportingユーザのロールは、データベースへの直接アクセスには影響しません。Reportingユーザのロール
は、データマートを使用してSQLクエリを作成する機能には影響しません。

Reportingユーザを追加しています

Reportingポータルへのアクセスを必要とするユーザごとに新しいユーザアカウントを追
加する必要があります。ユーザごとに異なるユーザアカウントを設定することで、アク
セス権、個 々 の設定、およびアカウンタビリティを制御できます。

作業を開始する前に

Reportingユーザを追加する前に、一意のユーザ名を割り当て、使用するパスワードを決定し、正しいユーザ
ロールを確認しておく必要があります。これらのロールはReportingポータルに特化されています。

手順

1. Data Warehouseポータルに管理者としてログインします https://hostname/dwh、ここで hostname

は、OnCommand Insight Data Warehouseがインストールされているシステムの名前です。

2. 左側のナビゲーションペインで、*[ユーザ管理]*をクリックします。

3. [ユーザー管理]ウィンドウで、*[新しいユーザーの追加]*をクリックします。

4. 新しいReportingユーザについて、次の情報を入力します。

◦ * ユーザー名 *

アカウントのユーザ名（az、AZ、0~9を含む英数字）

◦ 電子メールアドレス

ユーザアカウントに関連付けられたEメールアドレス。ユーザがレポートをサブスクライブする場合に
必要です
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◦ * パスワード *

このユーザアカウントでOnCommand Insightにログインするためのパスワード。通常はユーザが選択
し、インターフェイスで確認します

◦ * Insightロール*

適切な権限を持つユーザが使用できるロール

OnCommand Insight ロールのオプションは、OnCommand Insight がレポーティングフ
ァシリティと同じマシンにインストールされている場合にのみ表示されます。これは一
般的ではありません。

◦ レポートロール

このユーザアカウントのReportingロール（Pro Authorなど）

Administratorロールは一意です。このロールは任意のユーザに追加できます。

5. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

ユーザアカウントの管理

Data Warehouseポータルで、ユーザアカウント、ユーザ認証、およびユーザ許可を設定
できます。各ユーザアカウントには、次のいずれかの権限レベルを持つロールが割り当
てられます。ユーザーの数は、各ロールに関連付けられているReportingライセンスの数
によって制限されます。

手順

1. Data Warehouseポータルにログインします https://hostname/dwh、ここで hostname

は、OnCommand Insight Data Warehouseがインストールされているシステムの名前です。

2. 左側のナビゲーションペインで、*[ユーザ管理]*をクリックします。
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3. 次のいずれかを実行します。

◦ 既存のユーザーを編集するには、そのユーザーの行を選択して*[編集]*をクリックします。

◦ ユーザーのパスワードを変更するには、ユーザーの行を選択し、*パスワードの変更*をクリックしま
す。

◦ ユーザを削除するには、ユーザの行を選択し、*[削除]*をクリックします

4. ユーザーを活動化または非活動化するには、ユーザーの行を選択して*活動化*または*非活動化*をクリッ
クします。

レポート用にLDAPを設定しています

Data Warehouseポータルでは、管理者がData WarehouseおよびReportingでのLDAPの
使用方法を設定できます。

作業を開始する前に

このタスクを実行するには、管理者としてInsightにログインする必要があります。

すべてのSecure Active Directory（LDAPS）ユーザに対して、ADサーバ名は証明書で定義されているとおり
に正確に使用する必要があります。セキュアADログインにIPアドレスを使用することはできません。

を使用して_server.keystore_and/or_server.trustore_passwordsを変更した場合
は"securityadmin"、SANscreen証明書をインポートする前に_ldap_serviceを再起動してくださ
い。

手順

1. Data Warehouseポータルにログインします https://hostname/dwh、ここで hostname

は、OnCommand Insight Data Warehouseがインストールされているシステムの名前です。

2. 左側のナビゲーションペインで、*[ユーザ管理]*をクリックします。

3. [LDAP設定]*をクリックします。
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4. [LDAPを有効にする]*を選択して、LDAPユーザの認証と許可のプロセスを開始します。

5. LDAPの設定に必要な変更を行います。

ほとんどのフィールドにはデフォルト値が含まれています。デフォルト設定はActive Directoryに対して有
効です。

◦ ユーザープリンシパル名属性

LDAPサーバ内の各ユーザを識別する属性。デフォルトはです `userPrincipalName`世界的にユニーク
なものですOnCommand Insight は、この属性の内容を上記で指定したユーザ名と照合しようとしま
す。

◦ ロール属性

指定したグループ内でのユーザの適合性を識別するLDAP属性。デフォルトはです memberOf。

◦ メール属性

ユーザのEメールアドレスを識別するLDAP属性。デフォルトはです mail。これは、OnCommand

Insight から利用可能なレポートをサブスクライブする場合に便利です。Insightでは、各ユーザが初め
てログインしたときにユーザのEメールアドレスが取得され、それ以降は検索されません。

LDAPサーバでユーザのEメールアドレスが変更された場合は、Insightでそのアドレス
を更新してください。

◦ 識別名属性

ユーザの識別名を識別するLDAP属性。デフォルトはです distinguishedName。

◦ 紹介

企業内に複数のドメインがある場合に、他のドメインへのパスをたどるかどうかを指定します。常に

デフォルトを使用する必要があります follow 設定：

◦ タイムアウト

タイムアウトするまでにLDAPサーバからの応答を待機する時間（ミリ秒）。デフォルトは2、000で
す。これはすべてのケースで適切なため、変更しないでください。

◦ * LDAPサーバ*

LDAPサーバを識別するIPアドレスまたはDNS名です。特定のポートを識別するには、を参照してくだ

さい ldap-server-address はLDAPサーバの名前です。次の形式を使用できます。

ldap://ldap-server-address:port

デフォルトのポートを使用するには、次の形式を使用します。
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ldap://ldap-server-address

 When entering multiple LDAP servers in this field,

separate entries with a comma, and ensure that the correct

port number is used in each entry.

+ LDAP証明書をインポートするには、*[証明書のインポート

]*をクリックし、証明書ファイルを自動的にインポートするか、手動で検索し
ます。

◦ ドメイン

OnCommand Insight がLDAPユーザの検索を開始するLDAPノード。通常、これは組織のトップレベル
ドメインです。例：

DC=<enterprise>,DC=com

◦ * Insight Server adminsグループ*

Insight Server管理者権限を持つユーザーのLDAPグループ。デフォルトはです

insight.server.admins。

◦ * Insight管理者グループ*

Insight管理者の権限を持つユーザのLDAPグループ。デフォルトはです insight.admins。

◦ * Insight Usersグループ*

Insightユーザの権限を持つユーザのLDAPグループ。デフォルトはです insight.users。

◦ * Insightゲストグループ*

Insight Guest権限を持つユーザのLDAPグループ。デフォルトはです insight.guests。

◦ レポート管理者グループ

Insight Reportingの管理者権限を持つユーザのLDAPグループ。デフォルトはです

insight.report.admins。

◦ * Reporting Pro Authorsグループ*

Insight Reporting Pro Authorsの権限を持つユーザのLDAPグループ。デフォルトはです

insight.report.proauthors。

◦ レポートビジネス作成者グループ

Insight ReportingのBusiness Authors権限を持つユーザのLDAPグループ。デフォルトはです
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insight.report.business.authors。

◦ ビジネス消費者グループの報告

Insight Reporting Business Consumers権限を持つユーザのLDAPグループ。デフォルトはです

insight.report.business.consumers。

◦ レポート受信者グループ

Insight Reportingの受信者の権限を持つユーザのLDAPグループ。デフォルトはです

insight.report.recipients。

6. 変更を加えた場合は、* Directory lookup user および Directory lookup user password *フィールドに値を入
力します。

これらのフィールドに変更後の値を入力しないと、変更内容は保存されません。

7. [ディレクトリルックアップユーザパスワードの確認]フィールドにディレクトリルックアップユーザパス
ワードを再入力し、*[パスワードの検証]*をクリックしてサーバ上のパスワードを検証します。

8. をクリックして変更を保存します。変更を削除するには、[キャンセル]*をクリックします。
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